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12　環境 とバ イオ テ ク ノ ロ ジー（シ ン ポ ジ ウム ）

　　　　　　 堆 厩肥 施 用 の 土 壌 ・農 作物 へ の 影 響

　　 川 　　　　　　　　農林 水産省九 州農案試験場 企 画連 絡室 吉 田 　澪

　 従来 ， 作物 生産 に と っ て 貴重 な 養分供給源 と して 利 月」され て きた 家 畜 糞尿で あ

る が
， 高度成 長以 降 の 近 代農 業 が

， 安 価 で 手軽 な 化学 肥 料 一辺 倒 とな っ た 土 に
，

輸入飼料 に よ っ て 多頭飼 育 され始 め て 急 増 した 家 畜糞 尿 の 有 効利 用 の た め の 処 理

技術 の 開発 が お い つ か ず ， 農耕地 は手軽 な 糞尿捨て 場 と して 利用 さ れ る と こ ろ と

な っ た．土 壌肥料学の 分野か らは
， 糞尿／堆厩肥の 限界施用 量を求 め る試 験が 多

くな され ， こ れ らの 試験 は ， 資材 ， 投入量 ， 対 象作物 ， 圃場 の 土壌 ， 実施 地域 な

ど 多岐 に わ た っ て お り ， 必 ず し も一貫性の あ る結果．の 得 られ る もの で は なか っ た

が
，

一 応 の 施用 基準が 示 さ れ た． こ こで は ，
こ れ らの 試 験 で 得 られ た 結果 を基 に

，

家 畜糞尿／ 堆厩肥多驫 速用こ
の 土壌 ， 作 物 ， 環境 に 対す る 影 響 を ま と め て み る ．

欝嬢繼封 嬢誌 ：  全 N ， 全 Cの 増1旧 （施用年の NJILi効 ， 連 用 ee よ る累積的効 果 ， 肥

沃度増進 メ カ ニ ズ ム ）　  陽 イ オ ン 置換容量 の 増大   置換姓陽 イ ォ ン （Ca，

Mg，　K） の 増加．特 に Kの 著 しい 増 加 に よ る K／CatMgの 増大 （施用停止 に よ っ て 作土

で は 速や か に 低下   pH上 昇   有効性 1）の 増加．　 Ca／Pの 砥下 （Ca代謝異常 の 恐

れ ）　   硝 酸 態 醤の 増加 （施用停 止 に よ っ て 速 や か に 下層 へ 移動 ， 作 上で は誠 少 ）

  微量要素の 補給 　  固 桐 率 ， 仮比 重 の 減少 （有効水増加 ， 土 壌 の 膨軟化 ）

  微生物 相の 変化．

繍 勢鑼 韈 攤鑼：   施用量 の 増加 に 伴 う増収率 の 低 下   乾 物率 の 低下

  過繁茂 に よ る 倒伏 また は子実収量の 低下 （水稲晶 種 に よ る ）　  子実の 蛋 白

含量 の 増加 （ビ ー ル 大麦 が ビ ー ル 用 に 不適 ）　  飼 料 作物 体 中の K／Ca＋Mgが 増大 ，

時 に グ ラ ス テ タ ニ．− re症 限界 値 の 2を超え る （熊本 県 下 で 牛 の 死 亡例 ）　  飼 料

作物 体中の 硝 酸体四含量 の 増舶 ， 時に 硝酸中番発症限界 値0．2／0．艦 を 超 え る．

鑞環掻對藤総 ： 余剰 の 硝酸態 四は 雨水 と と もに 下層 へ 溶脱 して 地 下水 に 流 入 ，

時 に飲 料 水 上 限値 10pprnを超 え る ．

　 こ れ ら の 結果は
， 本来生 き物 の 代謝産物で あ る 堆厩肥 は

， 適 切 に 利 用 す る こ と

に よ っ て ， 農 作物生 育 に 必要 な N，P，Kを は じめ微量 要 素 ま で ま か な う こ と が で き る

こ と を 示 し て い る もの で もあ る ．

　そ の 後 ， 環境保全 お ホび省 資源意識が 高 ま っ て
， 特 に ＋ ＠ の 効 果 も持 っ 化学肥

料 代替 物 と し て 家畜糞尿 を見直す必 要 性 が 認 め られ ， 対象作物 の 養分 要求 パ タ ン

に堆 厩 肥 か らの 養分放 出パ タ ン を 合わ せ た成分調 整 ， 成型 化 な ど広域 流通 に 耐 え ，

広 く平 均的農家が使 う気 に な れ る堆厩 肥 を作 る必 要に 迫 られ て い る ．

　 こ の よ うな 堆厩 肥 が 驫備趣 蠶鎌 件を次 に挙 げ て 置 く．

  完 熟品 で あ る （病原菌 ， 雑草種 も死滅 して い る）　   成 分 ， 晶質が 安 定 して

お り選 べ る （N．P，K，微量 要素含量 ， 溶 出 パ タ ン な ど 表 示）　   K，Pな ど特 定 養分

含 量 が 高過 ぎ な い よ う調 整 さ れ て い る   ECが 高過 ぎな い （イ チ ゴ
，

ミ ッ バ な ど

高塩類濃度 に 弱い 作 目あ り）　   Cl含量 が 高過 ぎな い （特 に タ バ コ ， バ レ イ シ ョ ）

  オ ガ ク ズ の 分 解残 漬が 多 く な い （土 壌 が は っ 水 性 と な り ， 水 管理 が 困 難 に な る ）

  有害重 金属 を 含 まな い   施用時期 が 偏 る た め
， 貯 蔵の 効 く もの で あ る  

取 扱 い が簡便 で あ る為 に は成型 物 で あ る こ とが 望 ま し い な ど が 考 え られ る．
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